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プリンタ検証ツールの既存コードアーキテクチャ解析

キヤノン株式会社 池田 遼

現行コード解析

アーキテクチャの評価

開発における問題点 実践結果

「プリンタ検証ツール」は，ソフトウェアの肥大化
と複雑化に伴い．開発工数の増大及び保守性
の低下が課題となっている，また、使用目的・環
境の多様化・変遷に伴い．柔軟な機能対応が
求められており，開発工数の低減と保守性の向
上が求められている．

「プリンタ検証ツール」のソフトウェアの分析を
ベースとしてATAMを用いたアーキテクチャ解析
を実践し，現行アーキテクチャの分析を行った．
また，現行アーキテクチャの分析から開発工数
に対する効果・リスクを抽出したことで，現行ソ
フトウェアのリファクタリングや「プリンタ検証
ツール」の刷新時に活用できる結果を得られた．

考察・課題

アーキテクチャの作用を特定しリスク評価の実施した
その結果，既知のリスクの再認識および未知のリスクを顕在化ができた

保守性に関する
要求シナリオを特定した

現行コード(C言語)で用いられている
アーキテクチャを把握した

要求シナリオの特定 要求シナリオの具体化

有識者を含めた会議を行い
要求シナリオを具体化した

ATAMを用いて，現行コードのアー
キテクチャのリスクを評価できた．

今回保守性のみを評価したが，
アーキテクチャはほかの品質特
性では別の作用があり，リスクと
して許容するか対処するかを判
断するために品質特性全体を評
価する必要がある．

今後，業務で継続検討を実施す
る必要がある．


